


要約:塩化ガドリニウム(Gd-C1)投与ラットを用い、多核白血球(PMN)と肺胞マクロファー

ジ(A-Mφ)との相互作用を検討した。Gd-C1 未投与群に比べ Gd-C1 投与群においては、A-M

φのスーパーオキシドアニオン(O2)産生能およぴフォルボールミリステートアセテート

(PMA)刺激時のウミホタルルシフェリン誘導体(MCLA)依存性肺表面化学発光(LS-CL)とも、

有意に低値を示した。一方、Gd-C1 投与により PMN の O2 産生能は有意な変化を示さない

こと、および PMA 刺激後の LS-CL は PMN に依存していることから、今回の成績は、少なく

とも肺組織における PMN の O2 産生に関しては A-Mφを介した何らかの刺激系の存在を示

すものである。


